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■背 景 
九州大学 G-COE「未来分子システム科学」（平成 19―23 年度、拠点リーダー 君塚信夫 工学研究

院応用化学部門 主幹教授）では、これまで世界を舞台に活躍することができる国際第一級の博士課程

学生ならびに若手研究者の育成に尽力してきました。世界を舞台として活躍してゆくためには、国際レ

ベルの実力をつけると同時に、大学・国境の壁をとりはらった研究者ネットワークの一員となる、ある

いは新しい学問のネットワークをつくってゆく能力が必要です。 
本年度はこの G-COE プログラムの最終年度にあたり、G-COE における教育研究活動の集大成とし

て、若手研究者による分子システム科学国際シンポジウムを開催する運びとなりました。大震災後の国

家存亡の時に際して、このシンポジウムを単に一大学の行事としてではなく、全国の化学・材料系

G-COE 拠点に呼びかけて若手研究者や博士課程学生を集め、若手のための国際ネットワーク（研究人

脈）づくりを目的として開催します。 
 
■内 容 
 平成 23 年 5 月 9 日より 11 日まで、福岡市海の中道ルイガンズで 2011 分子システム科学国際シンポ

ジウムを開催します。若手研究者中心のシンポジウムであり、従来の単なる研究発表・討論のみにとど

まらず、フリーディスカッションを通じて国内外の若手研究者との知己を得、情報交換を行い、日本を

核とする若手ネットワークを育成するためのシンポジウムです。学術的にも最先端レベルの発表が目白

押しで、大学の枠組みや国境を越えたグローバルな発表、議論が期待されます。初日は彼らの目標とな

る先生方の世界トップレベルの発表を聴き、二日目、三日目はまさに若手研究者が主役です。若手研究

者、大学院生が口頭発表、ポスターなどで存在感をアピールします。今回の震災で深刻な被害を被った

東北大学の G-COE 拠点からも大学院生が参加し、研究発表を行います。また、ポスターセッションで

は 46 件もの発表が予定されており、このうち優秀ポスター７件を表彰いたします。 
九州大学 G-COE 拠点「未来分子システム科学」の、全国の G-COE 拠点に対する呼びかけにより実

現する運びとなったこのシンポジウムは、文部科学省 G-COE プログラムの精神ならびに成果を、今後

の我が国の若手研究者育成に生かすためのマイルストーンとなることが期待されます。 
 
■期待される効果 
・若手研究者、博士課程学生の国内ならびに国際的なネットワーク(人脈)づくり  
・英語を自由にあやつりコミュニケーションできる若手研究者・大学院生の育成 
・大学や国籍の壁を越えた若手研究者の共同研究・連携の端緒 
・若手研究者が将来、国際舞台で活躍するために必要な自信の獲得 
 
■今後の展開 
・参加者（若手研究者・博士課程学生）間の大学・国籍を超えるネットワーク形成 

・上記ネットワークの基づく人的交流を基盤とする連携・共同研究の発展 

世界に羽ばたけ―志賀島で大学院生・若手研究者による文部科学省グロー

バル COE 国際シンポジウム 

概 要 
若手研究者が将来、世界を舞台に活躍するために必要なネットワークづくりを目的とする国際シ

ンポジウムを、文部科学省グローバル COE（G-COE） 九州大学拠点“未来分子システム科学”の

呼びかけにより開催します。オーストラリア、台湾、韓国・延世大学、九州大学の若手研究者によ

る特別講演 12 件の他、延世大学（20 名）、全国の化学・材料系グローバル COE 拠点（22 名）、な

らびに九州大学（28 名）の大学院生も研究発表ならびに討論を行い、国際レベルの若手研究者ネッ

トワークを構築します。 



 

【用語解説】 

・文部科学省グローバル COE プログラム： http://www.jsps.go.jp/j-globalcoe/index.html 

平成 14 年度から文部科学省において開始された「21 世紀 COE プログラム」の評価・検証を踏まえ、

その基本的な考え方を継承しつつ、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、国際的に卓越

した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、国際的に卓越した教育研究拠点の

形成を重点的に支援し、もって、国際競争力のある大学づくりを推進することを目的とする事業。 

 

・九州大学グローバル COE 拠点「未来分子システム科学」：http://www.chem.kyushu-u.ac.jp/gcoe/index_j.php 

「未来分子システム科学」の新分野を開拓・発展させ、分子システム科学をコアとする世界最高水準の

先端化学教育研究拠点を構築することを目的とする文部科学省グローバルCOEプログラムの九州大学拠

点（拠点リーダー：君塚信夫 工学研究院 応用化学部門 主幹教授）です。 

生命（細胞）における分子システムは、生命情報活動の根幹をなしていますが、化学的観点から分子

ネットワークシステムを研究し、その原理を高機能材料の開発へ展開する学問領域は未開拓です。本拠

点においては、 様々な階層（ナノ、ミクロ、マクロ）レベルにおいて分子情報やエネルギーの伝達・

変換機能を発現する新しい分子材料、ならびに分子システムの開発を行っています。さらに、その成果

をインテリジェントな触媒、分子エレクトロニクス材料や、 イオン・電子伝導システム、ドラッグデ

リバリーシステム、生命情報変換システムなど、革新的な分子システムやデバイスの創製に結びつけて

未来の化学技術を生みだすことを目指しています。このように、生命分子システムの知恵を学び、新し

い化学の分野を創造することのできる研究者の育成を行っています。 

 

 
 
 
 
 

 

【お問い合わせ】 
工学研究院特任教授 分子システム科学センター 
財部 邦英 （タカラベ クニヒデ） 
電話：０９２－８０２－２９３４ 
（携帯電話 080-1054-5197） 
FAX：０９２－８０２－２９３４ 
Mail：ktakarabe@mail.cstm.kyushu-u.ac.jp 




	⑤ＧＣＯＥ国際シンポ(財部先生）
	⑤ポスター
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